
データ管理の課題
現代の中小規模のクロマトグラフィラボ
は、複数のクロマトグラフィデータシステ
ムを管理する複雑さ、データセキュリティ
の必要性、規制要件の増加などから生ま
れる情報管理の厳しい難題に直面してい
ます。同時に、より高い生産性を実現す
ることも求められています。また、きわめ
て利便性の高いデータ管理ソリューショ
ンは、大規模ラボ用に設計されており、
中小規模のラボのニーズに合うようにス
ケールダウンするのは困難です。

解決策 : OpenLAB Data Store
アジレントは、OpenLAB CDS データの
集中的な保存を可能にするシンプル
で手ごろな価格のソリューションとし
て、OpenLAB Data Store を開発しました。
OpenLAB Data Store は、ラボの既存のワー
クフローに順応できるように設計されて
おり、日常的な配備や使用を容易にする
のに必要不可欠な機能が重点的に能率
化されています。このソフトウェアによ
り、ネットワーク接続環境に移行し、生
産性を高めながら、データ管理の複雑さ
を軽減できるようになりました。OpenLAB 
Data Store は、コンプライアンス対応に必
要な機能もすべて搭載しています。

Data Store の仕組み

ファイルが OpenLAB Data Store にアップ
ロードされると、サンプル名、ピーク名、
操作者などの関連情報をソフトウェアが
自動的に抽出およびインデックス化し、
その後のデータ検索を円滑化します。検
索には最先端の検索エンジンが用いられ
るため、検索結果はすぐに表示されます。

統合が容易な、オープンで 
拡張可能なアーキテクチャ

OpenLAB Data Store は、順応性のきわ
めて高い設計になっています。アジ
レント製および他社製機器のクロ
マトグラフィデータを管理でき、現
在と将来のラボのニーズに対応しま
す。このソフトウェアは、ライフサイ
クル全体、ラボ全体で科学データを
統合および管理するための業界最高
のソフトウェア製品群の一部です。
OpenLAB Data Store は、OpenLAB クロ
マトグラフィデータシステム (CDS) と
併用して、完璧なソリューションにす
ることもできます。

おもな特長

• 効率的で集中的なクロマトグラフィデータ保存および検索

• データセキュリティ、監査証跡、電子署名認証を実現

• 米国 FDA 21 CFR パート 11 および EU Annex 11 コンプライアンスに対応

• 配備、管理、維持が容易で手ごろな価格

Agilent OpenLAB Data Store
データ管理とラボのコンプライアンス対応を簡単に
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完全に追跡可能な監査証跡

OpenLAB Data Store は、マスターメソッド、
シーケンス、レポートテンプレートを含
むすべてのファイルを、完全なレビジョン
履歴と監査証跡とともに採取および追跡
し、セキュリティを確保します。
監査証跡では、すべての変更が記録さ
れ、更新情報がレビジョンとして保存さ
れるので、完全なトレーサビリティが保
たれ、検証も簡単になります。

電子署名による規制遵守

データセキュリティおよび完全性機能に
加えて、米国 FDA 21 CFR パート 11 および 
EU GMP Annex 11 規制要件の遵守を円滑
化するための電子署名機能も搭載してい
ます。

Agilent サービスおよびサポート

世界最高のライフサイエンスおよび化学
分析企業を数十年にわたって支援してき
た経験をもつアジレントプロフェッショナ
ルサービスは、システム統合コンサルティ
ングの世界的なリーダーです。アジレン
トのサービスおよびサポートの戦略は、
お客様の経験を高め、ソフトウェア投資
の収益率を向上させることに重点を置い
ています。

OpenLAB Data Store では、システム管理者が設定するファイルや機能へのアクセス制御により、データの
セキュリティが確保されます。認証されたユーザ ID とパスワードを使用してのログインが必須です。一般
的なラボの役割や責任を各ユーザに割り当てることで、セキュリティ管理を容易にします。

コンプライアンス要件を満たすデータのセキュリティ、完全性、トレーサビリティ


